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はじめに   

『源氏物語』は、世界約20カ国以上に翻訳されている。はとんどの人々は、  

それぞれの国の翻訳によって『源氏物語』を読む。『源氏物語』を学びに日本  

にくる留学生は、まず自国の言語に翻訳された『源氏物語』を読んでその世界  

を知る。あらためてその現実を考える時、日本の研究者は、翻訳の実態につい  

て積極的に関心を持つべきではないかと思うようになった。   

その端緒として、韓国中央大学校日本語学科の交換留学生である金智慧氏と  

ともに、韓国語訳『源氏物語』の実態について調査・分析に取り組んだ。した  

がって、本稿は、田中・金の共同研究であり、共同執筆である。  

『源氏物語』の韓国語訳の問題点については、2008年に『源氏物語千年記念  

●l 国際学術大会』で韓国外国語大学校日本学部教授金鍾徳氏が口頭発表され、そ  
＊2 れをもとに「韓国における『源氏物語』翻訳と研究」を執筆発表されている。  
そこで完訳した訳者の紹介とともに、訳に対する評価もされている。   

初めての完訳は、1975年の柳呈訳『源氏物語』上、下（「新装版世界文学全集」  

四、五巻、乙西文化社1975）であるが、これは与謝野晶子訳をそのまま訳した  

ものとされる。しかし、現在、絶版で手元に入手できない。  

＊1伊井春樹監修「源氏物語千年記念 源氏物語国際フォーラム集成」「韓国における『源氏  

物語』の翻訳と研究」（2009年3月 角川学芸出版）  

＊2『韓日軍事文化研究』2009年  
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続いて1999年に出版されたのが、田溶新訳『源氏物語』1・2・3（ナナム出版）  

である。田氏は心理学者で、1987年高麗大学校を定年退職したあと、翻訳活動  

に入った。1989年『日本書記』を完訳している。田訳の『源氏物語』序文には、  

「柳呈訳の『源氏物語』がもう絶版されており、柳呈訳の『源氏物語』の場合、「底  

本が明示されていなく、敷桁した点が原本とは相当違って、省略した部分が多  

かったため、原文と一対一の翻訳には適当でないと思った」と述べ、田訳が韓  

国初めての完訳だと強調している。田氏は、「日本古典文学全集」の阿部秋生・  

秋山虔・今井源衛校注『源氏物語』（／ト学館・昭和45年）を底本に選び、翻訳  

の方法として「先ず、下段にある現代語訳を翻訳し、註釈の中で必要なものは  

翻訳書の脚注に入れて、軽いのは本文の中の括弧の中に記し、現代文の中で翻  

訳しにくい所は原文を探して分かりやすい文章になおした。」と序文で述べて  
＊3  

いる。   

そして、今もっとも読まれているのが、2007年に出版された金蘭周訳、金裕  

千監修『源氏物語』（全10巻。図書出版ハンギル社）である。金蘭周氏は日本  

近代文学を専攻した日本文学専門翻訳家として、著名であり、村上春樹、吉本  

ばなな、江国香織の本を翻訳して大衆的にもよく知られている。金訳の『源氏  

物語』は祥明大学校の金裕千教授が監修し、ハンギル社で2007年に出版され  

た。この本は瀬戸内寂聴訳の『源氏物語』を底本として翻訳したと述べている。  

瀬戸内訳本の解説、高木和子の語句解釈も訳している。瀬戸内訳を選んだ理由  

として「瀬戸内版は日本人達により親近な筆致を駆使することで記録的な販売  

部数を上げて、日本内での源氏ブームの契機を支度したという評価を受けてい  

る。」と監修者の金裕千が述べている。韓国語完訳の決定版と強調している。   

金鍾徳氏は、前出の論文で、柳呈訳、田溶新訳、金蘭周訳について、巻名・  

人物名・地名と儀礼・和歌と華子地の翻訳という四項目を立て、それぞれの訳  
＊4  

に対して考察している。各訳への考察を経て、金鍾徳氏は「翻訳を直訳と意訳  

に分類するが、むしろどれほど原作に忠実な翻訳であるかがより重要な問題だ  

と考えられる。」と述べられている。   

本稿では「どれほど原作に忠実な翻訳であるか」を、概論的な観点ではなく  

＊3 李芝善「韓国語訳『源氏物語二における巻名の訳し方について」（F日本アジア研究』2007   

年）が、「出版社に問い合わせたところ、「正確には教えられないが、現在まで2万部以上売   

れている」」と述べている。  

＊4 金鍾徳氏「韓国における 7源氏物語工翻訳と研究」（注2参照）  
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原文の一文比較するという方法で分析したものである。   

絶版である柳呈訳は今回入手できなかったため、田溶新訳、金蘭周訳の二訳  

本の他に、「桐壷」巻について部分的に逐語訳された任チャンシュ訳『源氏物語』  

（サルリム社）をとりあげた。任チャンシュ氏は、韓国中央大学校日語日文学  

科教授であり、2008年に『百人一首』を完訳している。任訳本は完訳本ではな  

く、『源氏物語』を分かりやすいように作者の生涯と作品の主要思想、あらすじ、  

名文章を抜粋して翻訳した入門書である。円地文子が書いた『源氏物語』を中  

心に、名文章と名場面と知られている部分を抜粋したという。抜粋とはいえ、  

桐壷巻は充実に訳されていると判断し、日本古典文学を専門としているという  

理由で田訳、金訳と共に比較することにした。   

できうるだけ、細かい観点から、原文がどのような形で翻訳されているかを  

分析するために、原文をはぼ一行ずつ掲げ、そこに対応する日本古典文学全集  

の口語訳・それを訳した田訳を軸に、金訳、そのもとになった瀬戸内訳、さら  

に任訳、参考とした円地訳を並列状にあげ、問題点を評という形で指摘してい  

＊5 る。なお、それぞれ韓訳は、金智慧により日本語訳をつけている。   
原文を見分け易くするため、認意ではぼ一文ごとを目安に掲げ、掲げた原文  

ごとに通し番号を付し枠で囲った。原文に対し膨大な訳文となったため、紙面  

の都合上、4回に分けて発表していくことを計画している。  

1．原文：いづれの御時にか、女御、更衣あまたさぶらひたまひける中に、い  

とやむごとなき際にはあらぬが、すぐれて時めきたまふありけり。  

口語：どの帝の御代であったか、女御や更衣が何人も仕えしておられた中に、  

たいして重々しい家柄ではない方で、目だって帝のご寵愛をこうむっ  
＊6  

ていらっしゃる方があった。  

田訳：望昔人1号♀三吉司司 勇司（女御）斗カ国（更衣）喜子ql召せ♀  

ロ1召斗叫望音句小菅合せ昔可1せ旨音互（桐壷）中吉可塑01思想  

＊5 瀬戸内寂聴訳『源氏物語』1（講談社・2007年）  

円地文子訳『源氏物語』1（新潮文庫・2008年）  

＊6 日本古典文学全集 阿部秋生、秋山虔、今井源衛校注『源氏物語Ⅰ』（小学館・1970年）   
の口語訳  
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ヰ．  

王に仕える多数の女御と更衣達のなかで、家柄は微購だが、王の愛を  

一身にあつめる桐壷という女人がいた。  

評  ：「いづれの御時にか」が訳されていない。また、桐壷更衣の父親は大  

納言（太政官の次官正し三位相当）であるが、「微賎」という過剰に  

低い表現をしている。  

瀬戸内訳：いっの御代のことでしたか、女御や更衣が賑々しくお仕えしており  

ました帝の後宮に、それほど高貴な家柄の御出身ではないのに、帝に  

誰よりも愛されて、はなばなしく優遇されていらっしゃる更衣があり  

ました。  

金訳：可±尋専句犬川1召望01♀ス1且．可可年増司書尋常句人1吉舎三宅  

辛酸♀享子カ♀珊 瑚中旬小菅合せ号qlせO一千干且中宮寺せ嘲  

召合せ吉相句7t忠恕看り中．  

いっの天皇の治世のときでしょうか。女御と更衣など天皇のかしず  

く数多い後宮のなかで、陛下の愛を一人で受け、誰よりも隆崇な待遇  

（手厚いもてなし）を受ける更衣がいました。  

評 ：家柄について訳されていない。  

円地訳：いっの御代のことであったか、女御更衣たちが数多く御所にあがって  

いられる中に、さして高貴な身分というではなくて、帝の御寵愛を一  

身に鍾めている人があった。  

任訳：可±尋甘嘲句望01黒星7t．号音州立ヱ（女御）・ヱ01（更衣）号句  

曽♀享子喜01裂き7一合瑚項手書そlolotリql王蚕甘司書0¶喜せ  

著明せヱ毀吉017ト毀盟q．  

いっの天王の時の事だったのか。宮中に女御・更衣などの多い後宮が  

いるなかで、名門の家柄の出身ではないのに天王の寵愛を一身にあつ  

めている者がいた。  

2．原文：はじめより我はと思ひあがりたまへる御方々、めざましきものにお  

としめそねみたまふ。  

口語：宮仕えの初めから、我こそはと自負しておられた方々は、このお方を、  

目に余る者とさげすみもし憎みもなさる。  

田訳：ユり7一子書棚蟄♀人1斗争嘲早目寺川可司可塑喜♀コリ喜旨喫7t  
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人1真相ロ1羽打王領座回傾国．  

彼女が宮中生活を始める瞳から宮中の多数の女人達は彼女を目の上の  

こぶのように憎み侮っていた。  

評 ：「はじめより我はと思ひあがりたまへる」が省略した上に、「はじめよ  

り」の主語を桐壷更衣としている。  

瀬戸内訳：はじめから、自分こそは君寵第一にとうぬぼれておられた女御たち  

逆心外で腹立たしく、この更衣をたいそう軽蔑したり嫉妬したりして  

います。  

金訳 ：相談室可7lot官主嘲中旬小菅舎号斗ス1可ヱ裏主音01年刀せ含  

望望司司書♀賢帝ス1告♀人ド腑1早Ot7トえ1望可01フ召司書望人1可ヱ  

望召羊可労音りヰ．  

そもそも旦盆珊語っていた女御達  

は思いがけない事態にしゃくにさわって更衣を蔑視して、また嫉妬し  

ました。  

評 ：更衣が入内する前に帝の愛を独り占めしていた女御がいたように訳し  

ている。  

円地訳：はじめから、われこそはと心騎りしていられる方々からは、身のほど  

知らぬ女よと爪はじきして妬まれるし、  任訳：音晒ヨユ書中書  
手音き♀古淵7ト1真相望人1可刀叫ロ1朝可望q．  

豊中に入内する最初の日から瑚彼女を他  

の後宮達は目の上のこぶのように蔑視したり憎んだ。  

評  ：桐壷更衣が「はじめより我は」が思っていたことになる。  

3．原文：同じほど、それより下聴の更衣たちは、ましてやすからず。  

口語訳：同じ身分、あるいはそれより低い地位の更衣たちは、なおさら気持が  

おさまらない。  

田訳：ユリ卑ゼ昔01叫会可刀q吏♀瑠句き01㈱ヰ．  

彼女と身分が似ているか、低い更衣達がもっとひどくいじめた。  

評 ：「ましてやすからず」を「ひどくいじめた」と原文を越えた訳をして  

いる。  

瀬戸内訳：まして更衣と同じほどの身分か、それより低い地位の更衣たちは、  
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気持のおさまりようがありません。  

金訳：外書司相可卑叫安中刀叫せ♀づ昔句手首書♀村中古書可望月1アー  

キ可Ot曹ス1吉敷看りq．  

まして更衣と似ているか低い身分の後宮達は自分の心をどうおさめた  

らいいか分りませんでした。  

円地訳：その人と同じくらい、またそれより一段下った身分の更衣たちにすれ  

ば、まして気のもめることひとかたではない。  

任訳：号音せス1♀川史刀叫豊吉コ且中型昔01目安阜ヱ01喜♀中書可  

塑せせ中音一望司7ト思想q．  

同等な地位にいたりまたはそれより身分がもっと低い更衣達はまして  

気楽な心であるはずがなかった。  

4．原文：朝夕の宮仕につけても、人の心をのみ動かし、恨みを負ふつもりに  

やありけん、いとあつしくなりゆき、もの心細げに里がちになるを、  

口語：朝夕の宮仕えにつけても、人の気をもませてばかりいて、恨みを受け  

ることが積もり積もったせいであったろうか、すっかり病弱になって  

ゆき、なんとなく淋しく頼りなげな様子で里下がりが多くなるので、  

田訳：三月旦主人1青書書中7一三中音♀せql呈筈嘲7一浩ヱ．千里句召せ  

舎人t圭一望01営01ヱ営望要望ス1音互≒召召増や朝司衣ヰ．ユリ≒  

増01喜可司三舎旦音旦呈忍摺召叫Ⅷ司7一号致1札  

朝夕で仕えながらも、心をはかのことに使う暗が多く、周りの恨みを  

買う事が積もり積もったせいなのか、桐壷は次第に病弱になって行っ  

た。彼女は病気にかかって苦しい姿で実家に下ったりした。  

評 ：「人の心のみ動かす」のは更衣に対しての帝の寵愛だが、更衣が別な  

ことに心を使っていると訳している。また、「もの心細げに」を「病  

気にかかって苦しい姿」と精神的な病を、重病にかかったように訳し  

ている。  

瀬戸内訳：更衣は宮仕えの明け暮れにも、そうした妃たちの心を掻き乱し、烈  

しい嫉妬の恨みを受けることが積もり積もったせいなのか、次第に病  

がちになり衰弱してゆくぼかりで、何とはなく心細そうに、お里に下  

がって暮す目が多くなってきました。  

金訳：瑠当き嘲司書旦人1五人t≒叶せ今朝月，ユ引手号音勇叫♀♀  
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咽召司ヰ召羊句1斗千尋召せ書手吉望01せ01ヱせ望安里7ト召和  

音01司司に1嗜虐巨1音吉望01賓Ot，主剤す旦書旦主人t7tOll叫7t  

ス1Ⅷ≒せ01普dt忍音りヰ．  

更衣は陛下を仕えて行く日々の中で、そのような後宮達の心を乱して  

嫉妬に徹する恨みを聞くことが積もり積もったせいなのか次第に体が  

衰えて寝込むことがしきりであって、やつやつしい姿で私家に出て過  

す日が多くなりました。  

評 ：原文の「うらみ」を嫉妬に徹する恨みと加えている。これは、瀬戸内  

訳の「烈しい嫉妬の恨み」の部分まで訳しているからだと思われる。  

円地訳：朝夕の宮仕えにつけても、始終そういう女人たちの胸をかき乱し、そ  

の度に恨みを負うことの積もりつもったためでもあったろうか、だん  

だん痛いがちになってゆき、  何となく心細そうにともすれば実家下り  

の度重なるのを、  

任訳：Ot召司雪旦主音音句 望喜可再三  

享阜辞01ヱ ユ嘲ヰヰ月司令斗せ01せ雲叶 コ嘲昔望列？ス一子  

増01きヱ哩ス1旦主剤中音主主丑年ヱ昔せ嘲尋瑠旦呈Ⅷ司7t吉  

望01委Otス1主項♀，  

朝夕に宮中の事をやっていても他の後宮達の嫉妬と妬みだけを掻き立  

てるだけで、  そのたびに悲しみと恨みが積もった。そのためなのか？  

病気になりがちでなんとなく心も焦り、実家に下っていくことが頻繁  

になるのを、  

5．原文：いよいよあかずあはれなるものに思はして、人の主上旦をもえ慣ら  

せたまはず、世の例にもなりぬべき御もてなしなり。  

口語訳：帝はいよいよたまらなく不偶な者とおぼしめされて、人の非難に気が  

ねなさる余裕さえもなく、きっと世の中の話の種にもなってしまいそ  

うなもてなされかたである。  

田訳：望音♀01召ユリ7トせ生月♀，中書小菅01叫せ斗召曾召月1せ句0l  

Ot忍刀司7ト皇せ言切♀喜朝子思曙  

王はこのような彼女が哀れで、他の人が非難しようがしまいか、世の  

中の話の種になるはど待遇してあげた。  

評 ：「え惇らせたまはず」を「非難しようがしまいか」と意訳している。  
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瀬戸内訳：帝はそんな更衣をいよいよいじらしく思われ、いとしさは一途につ  

のるばかりで、人々のそしりなど、一切お心にもかけられません。  

全く世間に困った例として語り伝えられそうな、目を見張るばかりの  

お扱いをなさいます。  

金訳：召蟄♀ユ召相可喜qq阜可司叫句フ1可小菅♀せ呈忍可せを嬰，  

手羽人一昔喜司令古刀召中朝ql吉召司Ot甘栗斗ス1告覚書りq．杏旦  

呈召蟄♀ベ1社qlo月忍刀司呈司斗召せ普0¶貴可刀1相可言切可忠告  

し】しト  

天皇はそのような更衣をもっともっとかわいらしく思い、愛は日々深  

まるだけで、周りの人達がひそひそと話すことなんかは全然ものとも  

しなかったです。実に、天皇は世間で人口に胎灸するほど哀切に更衣  

を対しました。  

評 ：「そしり」を「ひそひそと話す」と意味を変えている。  

円地訳：帝はやるせないまでに不偶なものと思召され、いよいよいとしさの増  

さる御様子で、人の非難など一切気にかけようともなさらない。まっ  

たく後の世の語り草にもなりそうな目に立つ御慈しみ方なのであっ  

た。  

任訳：召尊♀号♀可刀1増年中『目早司書せ司可71工手割句可せ中朝吉  

召司ゼ召竺ス1告敷q．杏旦王手月1句 0lotろ！刀司フ一望増せ旨ql  

司≒ス回憎月．  

天王は哀れと思ってもっと可哀そうに感じて回りの非難などは全然気  

にしなかった。まさに後世の話の種になるような目立つ慈愛だった。  

6．原文：上達郡上人なども、上あいなく目を側めっっ、いとまばゆき人の御  

おぼえなり。  

口語：上達部、殿上人などまでも、どうも困ったなりゆきと思い、目をそむ  

けそむけしていて、まことに正視にたえないはどのご寵愛ぶりである。  田訳：脚  
与力阜一項主星人t哲哉ヰ．  

王は彼女のことならあらゆる些細なことまで一つ一つ気を使いながら  

涙ぐましいはど愛した。  

評  ：「上達部、上人などあいなく目を側めつつ」が抜けている。「いとまば  
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ゆき人の細おぼえ」という王の寵愛を、王が更衣の些細なことまで気  

を使っていると訳している。  

瀬戸内訳：上達部や殿上人もあまりのことに見かねて目をそむけるという様子  

三」それはもう目もまばゆいばかりの御鍾愛ぶりなのです。  金訳：ユ碑  
？1王裏旦り．暮0Ⅵ中吉王寺01盲01早ゼ瑠王聖賢望り中．  

その度があまりにも過ぎたので見切れず目をそむけにする上達部や殿  

上人もいるに、寵愛のぶりが眩しいほどであるためです。  

円地訳：上達部や殿上人なども、次第にこの話になると不服らしく眼をそらす  

ようになってきて、「いや、まったく、眩しいような御寵愛ぶりですな」  

仕訳：司孝吉三三司相可ま叫≒望01斗五言与喜召 せ君子召せ喜01思  

中．  

貴族達も道理に逆らう事だと目をそらすほど劇震な寵愛だった。  

評  ：円地訳の会話文を任訳はとっていない。  

7．原文：唐土にも、かかる事の起こりにこそ、世も乱れあしかりけれと、や  

うやう、天の下にも、あぢきなう人のもてなやみぐさになりて、楊  

貴妃の例も引き出でつべくなりゆくに、  

口語訳：唐土でも、こうしたことがもとになって、世の中も乱れ、ひどいこと  

になったのだと、しだいに世間一般でも、おもしろからぬこと、人々  

のもてあましの種になって、はては、楊貴妃の例までも引合いに出し  

かねないほどになっていく事態なので、  

田訳：苦手ql人1王01召望01斗ヨ01司可月1せ01可ス1司憩卓望01毀労ヰ．  

官用主管司可（楊貴妃）句qlオス1晋可喜01ス1告旦望せ望ス1召旦呈  

曹司O一書せ蟄01司ヱせ敦中．  

中国でもこのような事が禍根になって世の中が乱れたことがあった。  

遂には楊貴妃の例まで引き入れなきゃいけない頭の痛い状況になって  

しまった。  

評 ：「あぢきなく人のもてなやみぐさになりて」の部分の訳がない。  

瀬戸内訳：「唐土でも、こういう後宮のことから天下が乱れ、禍々しい事件が  

起こったものだ」などと、しだいに世間でも取り沙汰をはじめ、玄宗  

皇帝に寵愛されすぎたため、安禄山の大乱を引きおこした唐の楊貴妃  
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の例なども、引き合いに出すありさまなので、  

金訳：“せ叫斗qlベ主01召辛号嘲昔ql召斗7一書せ叫叫司せべ昔ス1芙せ  

斗召01甘卦旨軋”01専州月1社叫べ三千子弓手舌雪号音01叫き71  

人1斗可ヱ，せ叫中旬吾句司叫召暮0Ⅵ嘲昔叫せ号せ当用せ♀望旦  

む旬刊叫勇司1ヰ司刀喜司≒ス1年，  

「唐国でもこんな後宮のせいで天下が混乱に陥りめでたくない事件が  

起きたが。」  

このように世間でもこそこそ風聞がとりざたされはじめ、唐国の玄宗  

の度が過ぎる寵愛のせいで安禄山の乱を起こした楊貴妃の例までとり  

あげられるので、  

評 ：瀬戸内訳が安史の変を詳しく記しているので、その影響を受けている。  

円地訳：「左様、唐土でも、こういう女の間違いから事が起こって、ついには  

天下の乱れとなるような、よろしからぬことがありました」などと噂  

し合った。世間でもだんだんこれを困ったことに取り沙汰して、玄宗  

皇帝が楊貴妃の色香に溺れて、国を傾けた例などまで引かれるように  

なってくると、  

任訳：月1社句1月三尊望管望0lotし1可中小音量句召瑠刀司7ト司思q．召号  

ql圭一寺号句召舌蟄瑚7一等司可句阜旦ql叫司号7t7tフ1合計叶旨召  

司1喜晋司書01月1司吉せ専オスlol圭司  

世間でも歓迎すべきことではないと人達の心配の種になった。結局は  

玄宗皇帝が楊貴妃の容貌に陥って国家が傾いたという前例を引き入れ  

るようになる状況まで至って  

8．原文：いとはしたなきこと多かれど、かたじけなき御心ばへのたぐひなき  

を頼みにて交らひたまふ。  

口語：更衣はまことにいたたまれない思いのすることが多いけれども、塁塑  

多い帝のご愛顧のまたとないことにおすがりして宮仕えをしていらっ  

しゃる。  

田訳：号主旨召qフ1可司喜増斗01き嘲7ト皆敷ス1せ，望曹司刀葺軒人t学  

問ヰ．  

桐壷は耐え難い思いをする時が多かったが、王の聖なる愛に感服しな  

がら宮中で仕えをしていた。  
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評 ：帝の愛に感服することは、更衣が帝に頼る気持ちが込められていない。  

また、［刀号せ斗曹］の［刀号可q］は「聖なる神様、偉大な功績、神々  

しい神殿」などの意味で更衣に対する帝の愛の意味と違う。  

瀬戸内訳：更衣は、居たたまれないはど辛いことが多くなってゆくのでした。  

ただ帝のもったいない愛情がこの上もなく深いことをひたすら頼みに  

して、宮仕えをつづけています。  

金訳：瑠可≒召望午忠合せ昔司呈♀望01告可愚書りq．司Lト叫キト許可  

二」・ト・l巨l！ご－しl∴．＝！．ごl‾；－トJユご：－・＿－‥卜」：－．・・－‥り 卜l  

更衣は耐え難いぐらい辛いことが多くなりました。おだ、身に余る陛  

下の深い深い愛情に頼って、一途なおもいで陛下のそばでかしずきま  

した。  

評 ：「一途なおもいで」が加わっているのは、瀬戸内訳の「ひたすら頬み  

にして」の部分を訳しているからだと思われる。  

円地訳：当の更衣の身にすれば聞きづらく、居たたまれない思いのすることば  

かりであるが、唯一つ、卿莱く濃やかな  

嚇後宮の女  

人たちの間に立ち交じって宮仕えの日々を送っていた。  

任訳：ヱ01吉可可斗望書♀ス1昔敦ス1せ㈱ス1  
醐中 

更衣はどうすればいいか分からなかったが、申し分のない天王の愛情  

そ頼りにして後宮達の中で混じって日々を過した。  

評  ：円地訳が挿入した「表面はこの上なくみやびやかに見える」は訳さな  

かった。  

9．原文：父の大納言は亡くなりて、母北の方なむ、いにしへの人のよしある  

にて、親うち具し、さしあたりて世のおぼえはなやかなる御方々に  

もいたう劣らず、何ごとの儀式をももてなしたまひけれど、  

口語：父の大納言は亡くなって、母の、プ璃内言の北の方というのが、苦かた  

ぎの、教養の身についた人であって、両親が揃い、現在のところ世間  

の信望はなやかな御方々にも、たいしてひけをとらぬように、ど旦ょ  

うな宮中のしきたりをも処置なさったけれども、  
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田訳 ：ユリ仝卜塾禿い叶叫ス1嘲甘望（大納言）♀望甲州せ書中加斗 0仲川  

望嘲甘望句阜司き巻舌月製正曾01昔朝型句望01思ヰ．音量絹  

子句望王可l叫斗替刃そ1朝ス1叶  

彼女の実家の父親の大納言は早く世を去った。母親である大納言の本  

妻は伝統的な教養が身についている女人であった。桐壷は宮中の法度  

に従ってよく振舞っていたが、  

評 ：「親うち具し、さしあたりて世のおぼえはなやかなる御方々にもいた  

う劣らず」の訳が丸ごと省略されている。それに、宮中の法度に従っ  

てよく振舞っていたのが桐壷だと書いているが、宮中のしきたりの万  

端をまかなっているのは母北の方なのだから主語も間違っている。  

瀬戸内訳：更衣の父の大納言はすでに亡くなっていて、母の北の方は、ふるい  

由緒ある家柄の生まれの上、教養も具わった人でしただけに、両親も  

揃い、今、世間の名声もはなばなしいお妃たちに、娘の更衣が何かと  

ひけをとらないようにと気を張り、宮中の儀式の折にも、更衣はもと  

よりお供の女房たちの衣裳まですべて立派に調え、その他のこともそ  

つなく処理して、ことのほか気を配っておりました。  

金訳：瑠増車当（叶叫ス1嘲甘望♀01ロ1吾Ot7t忍旦叫可司り吉♀べ忍♀  

召せ叫べ印可せ印可並等王召叫せ小菅望日中，ス一心句曹相可7一  

等半里7一斗史五月1巷句瑠増主神スtせ幸吉き刊刀子翼斗叫キ王  

朝ス1ス1館主号安♀0Ⅵ喜悪書り中．号音可1旬月01史♀咽き盈旦主  

音喜01且瑚ヱ．ユ軒句  

望王瑠璃契司司中吉昔年望せセ召喜怒看り1斗  

更衣の父親である大納言はもう亡くなりましたが、母親は由緒深い家  

で生まれたうえに教養も兼備した人なので、自分の娘の更衣が両親が  

いて世間の名声が高い後宮達に何一つ劣らないようにいろいろと努め  

ました。宮中で儀式がある時は更衣は勿論従えている宮女の服まで嚢  

華にして、その外の事も丹念に処理するなど、格別に気を使いました。  

評 ：「更衣は勿論従えている官女の服まで」は瀬戸内訳の影苧を受け、挿  

入している。  

円地訳：父の大納言はもう亡くなっていたが、母親の北の方は由緒ある家柄の  

出の折目正しいひとであった。現在、両親揃って、はなやかに世を張  

っている家から入内された方々にも劣らないように、御所での晴れの  
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儀式の折にも、更衣御自身はもとより、お供の女房の装束そのほかに  

も心を配って、けっこう、万事にそつなく取りまかなっていられるけ  

れども、  

任訳：Ot叫ス1中01し十雷［大納言］♀毒㌢乱立0ト中右旨dl句 中主立並等  

毀盲人一昔01盟ヰ．早旦望01せO一刀1ス1ヱ  

婁阜頭重♀学ヱ吏主人t哲喜ql刀1主ユqス1司召蚕敦01可璧ト音望  

瑠人一三早せ可刀1司司胡敦ス1中，  

父親の大納言は死に、母実見は礼儀正しくて、教養のある人だった。両  

親が生きておられて、人達の厚い信頼といい評判を受けている人達に  

もそれはど劣ることなく、どんな宮中の行事も無難に処理して来たが、  

評 ：「世のおぼえはなやかなる御方々」を「厚い信頼といい評判を受けて  

いる人達」とニュアンスをかえて訳しており、これは円地訳とも違う。  

10．原文：取りたててはかばかしき後見しなければ、事ある時は、なほ拠りど  

ころなく心細げなり。  

口語：格別にしかとした後楯がないのだから、何かあらたまったことのある  

ときには、やはり頼るあてもなく、心細げな様子である。  

田訳：号望せ早老月1召01駁ヱ旦り草書人¶呈♀人一切中主増フ1刀1司望句ス1  

智東忠≒蚕01督せ昔せ憩ヰ．  

特別な後見勢力がなくて、何か新しい事態でも生じたら頼る所がない  

ことがいっも不安だった。  

評 ：「事ある時」を「何か新しい事態」とややちがう意味で訳している。  

「なほ」「げ」」が訳されていない。  

瀬戸内訳：とはいっても、これというしっかりした後見人がないため、坦垂≡塵  

まった行事のある時には、やはり頼りないのか、心細そうに見えまし  

た。  

金訳：コ雪中ヱ吉村叫，普づ召？1朝人t7一里♀嘲可1吉01雪中曹実朝7t忠  

旨蚕0lo一手胡呈O一幸l♀ス1昔せ斗刀1せ旦浪合りq．  

そうとはいっても、公式的な行事があるときはこういった後ろ身がい  

ないのがどうやら残念なのか不安にだけ見えました。  

評 ：「公式的な行事」と正しく訳している。だが、「そうとはいっても」の  

接続詞を挿入している。これは、瀬戸内訳の「とはいっても」を訳し  

比較文化論叢25Ⅰ96   〔49〕  



ているからであろう。  

円地訳：何といってもしっかりした後見人がないので、これぞという時には相  

談相手もなくJL、細そうである。  

任訳：羊翼旦中主望舎司車辛召望01忠ヱ♀スト1仝】ス17一望せせ小菅01  

忠可号音せせ旦告01盟ヰ．  

何よりも、頼もしい後見がなく有事の際、頼りになるような人がなく  

ていっも不安な姿だった。  

評 ：「事ある時」を「有事の瞭」と訳しているのは、円地訳の「これぞと  

いう時」を訳しているからだと思われる。  

11．原文：前の世にも御契りや深かりけん、世になくきよらなる玉の男御子さ  

へ生まれたまひぬ。  

口語：帝とこの更衣とは前世においてもご宿縁が深かったのであろうか、世  

にまたとなく清らかに美しい玉のような皇子旦＿竺がお生まれになった。  

田訳：舌互瑚卑音互≒召増ql望望01憂思望ス1，ベ1せ可1手工盟01嘲半  

蟄ス一刀ユ吉斗01叶勺せ牒更片  

桐壷帝と桐壷は前世に因縁が深かったのか、世上に二つもない椅麗な  

皇王蚕彼らの聞から誕生した。  

評 ：「きよらかなる玉」と「さへ」が訳されていない。  

瀬戸内訳：それにしても、よほど前世からのおふたりの御縁が深かったのでし  

ようか、やがて、世にもないほど美しい玉のような男の御子さえお生  

まれになったのです。  

金訳：jL』二 王卜増0¶ズ王 手 小菅朝 型望0lolス1巷司 憂思更  

衣望オ且．祖斗旨可鳶Ⅷズ1せ叫号主駁0lot書中喜子喜を♀せスt  

OtOl狙曽敷看りヰ．  

しかし、前世でも二人の因縁が相当深かったためでしょうか。更衣は  

遂に世上で二つもない美しい玉のよ うな男の子まで産みました。  

評  ：「さへ」を「まで」と訳している。瀬戸内が挿入した「それにしても」  

を意識しすぎ、「しかし」と訳し、逆説にしている。  

円地訳：前世からの宿縁が格別深くあられたものであろう、この世のものとも  

思われぬほど美しい男御子をこの更衣はお生みになった。  

任訳 ：召尊卑ヱ01き召増刊月玉里望01憂思きフt．月1せ句1号主駁♀瑠王  
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呈ク¶男卑五千圭司召O一昔中音印可丑且曽敷ヰ．  

天王と更衣は前世でも因縁が深かったのか。世の中に二つもないほど  

清くて玉のように美しい太子旦＿竺産んだ。  

評  ：円地訳には「さへ」がないのに、任訳には訳していて、この部分は円  

地訳ではなく、ほかの書を参考にしていることが分かる。  

12．原文二いっしかと心もとながらせたまひて、急ぎ参らせて御覧ずるに、め  

づらかなるちごの御容貌なり。  

口語訳：帝は、その若宮をまだかまだかと待ち遠しくお思いになって、急ぎ宮  

中にお召し寄せになってごらんになると、異常にすぐれたご器量であ  

る。  

評  ：この部分訳されていない。  

瀬戸内訳：帝は早くこの若宮にお会いになりたく、待ち切れなくて急いで宮中  

に呼びよせてご覧になると、それはもう、たぐいまれな美しく可愛ら  

しいお顔の若宮なのでした。  

金訳：尋常♀c車注尋スt喜せ人1中三曹司旦ヱ忍♀中音叫ロ1司71q司ス1  

芙中正月号司 号音旦主音司き01り，専スt≒一 朝可 召阜曹召  

誤旦司せ昔O一言甘ヱ司司書王台01忠告り叶  

天皇は幼い皇子を一刻でも早く会いたい気持ちで待ちきれず急いで宮  

中に呼ぶに、皇子はなんと形容する道がないぐらい美しくて可愛い姿  

でした。  

円地訳：帝はどんな様子かと日柄の立つのを待ちかねて、急いで召し寄せてご  

覧になると、横根の間ながら世にも珍しい御器量である。  

任訳：尋尊♀申子ヰ王せ司せヰヱ忍可月音可可召ql喜刀1可句t朴す司り  

可召嘲駁01更召嘲スt仝1阜旦思ヰ．  

天王は一日でも早く会いたくて急いで御所に入らせて対面するに比べ  

物にならない素敵な太子の容貌だった。  

13．原文二一の皇子は、右大臣の女御の御腹にて、寄せ重く、疑ひなきまうけ  

の君と、世にもてかしづききこゆれど、  

口語：第一の皇子は右大臣家出身の女御のお生みになった方で、お世話する  

人々もしっかりとしており、疑いもない世継ぎの君として世間の人々  

もたいせつにお仕え申しあげているけれども、  
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田訳 二瑚1専スt≒♀瑚ゼ（右大臣）召喜七句 可可7tせ敷71可1，き旦古  

人t管主喜言切叫．ベ1せノ中計吉壬 エフ一骨嘲スtフ一句司キヱ望ヱ  

幻想q．  

第一皇子は右大臣家の出身の女御が産んだので、世話をする人も心強  

かった。世間の人達も彼が皇太子になるはずだと信じていた。  

評 ：右大臣家が後見だからしっかりしているということなのだが、田訳で  

は右大臣家の女御が産んだ結果、世話をする人も心強かったと取れ  

る。また、第一皇子が世間から大切にされていたことが書いていない。  

瀬戸内訳：すでにいらっしゃる一の宮は権勢高い右大臣の娘の弘徽殿の女御が  

お生みになったので、立派な外戚の後見がしっかりして、先々まちが  

いなく東宮に立たれるお方と、世間の人々も重く見て大切にお扱いし  

ていました。  

金訳：ユ司叫小菅き♀召鵬♀♀哺ゼ句曹ヱヲ1切（中1句号外勺印可せ  

司11専スtフt Olロ1盟主ス1軋 句司句実朝7一言言争蚕蟄ヰ7一昔斗号  

音01竜頭01斗望可司書舌1棚引ス1没☆妄りヰ 

だが、人達は権勢高い右大臣の娘弘徽殿女御の体で生まれた第一皇子  

がもういるので外戚の後見が頼もしい第一皇子が将来東宮になると信  

じて疎かに待遇しませんでした。  

評 ：瀬戸内訳の「権勢高い」と挿入した部分までを訳しているが、「疎か  

に待遇し」なかったのは誰かがはっきりしない。  

円地訳：一の御子は右大臣の女御がお生みになった方で、外戚の権威が強く、  

従って「これこそ間違いなく矧こ立たれる御方」と世間でも重く見  

て大切にお仕え申しているが、  

任訳：類型列可スtき♀用心召せ句立ヱ土増旦五言喜せ辛召む01忠恕ヱ  

旬月曹司ス1盟01計計勇司喜01言切ス一旦べ全音司旦せ召♀せヱ毀  

盟ス1せ  

第一皇子は右大臣の家柄の女御の所生で、頼もしい後見がいて、壁i  

余地もなく天王の後を継ぐ太子として大切に面倒をみてもらっていた  

が、  

評 ：円地訳の会話文を説明文にしている。  

Ⅰ95 韓国語訳頂氏物語』における解釈上の諸問題について  〔う2〕   



14．原文：この御にほひには並びたまふべくもあらざりければ、おほかたのや  

むごとなき御思ひにて、この君をば、私ものに思はしかしづきたま  

ふこと限りなし。  

口語：この弟宮のお美しさにはとてもお並びになりようもなかったから、帝は、  

兄宮のはうは－とおりのたいせつなお方とおぼしめされるだけで、こ  

の弟宮のほうをば、ご自身の盤塵王としてご寵愛になることこのうえ  

もない。  

田訳：望音♀瑚1司岬暮0Ⅵ書中フ1モ・更ス1吐  
召旦呈ベOt♀せ昔叫可叫スト賢愚71明言司1甘望可Ot♀喜電せq小  

菅更中．  

王は第一皇子も自分の息子だったので、寵愛をすることばしたが、兄  

として弟ほど優れてないため、当然に弟をはるかに愛した。  

評  ：「にほひには」の訳がされていない。また、第一皇子が自分の子供だ  

からと訳し、第一皇子を公的、若宮を秘蔵子としてするという細かな  

ニュアンスが訳されていない。  

瀬戸内訳：けれども、この新しい若宮の、光り輝くぼかり  のお美しさには比べ  

ようもありません。  

帝は表向き一の宮を一応大切になさるだけで、この若宮のはうを御自  

分の秘蔵っ子として、限りなくお可愛がりになるのでした。  

金訳：旦＿吐01可毒卜蟄ス一句宣呈土O一言中音ql旨叫曹叫7一貫司労音りヰ．  

重曹♀召旦呈Otス111蟄ス一昔全音可ヰ羊盟旦q，可召専ス一言叫増  

ス一心句可甘句OtOl斗可71ヱせ盟主小菅喜誓敦告り斗．  

しかし、この幼い皇子の壁上上ユ美しさには比べ物になりませんでし  

た。  

天皇は表では第一皇子を大切にしましたが、幼い皇子を内心自分の秘  

蔵子と想い、限らない愛を注ぎました。  

評 ：「眩しい」は瀬戸内訳の「輝くばかりの」を訳したもの。  

円地訳：この新しい御子の輝くばかりのお菜しさには較ぶべく  もなかったので、  

帝は一の御子を表向き一通り大切になさるけれども、この若宮は格別  

御毯塵になさって、御自身でお世話なさることもひとかたでない。  

任訳：01望叫印可せ嘲ス一室！中音中音ql吉可正フ一句ス1告激斗．老骨♀召  

旦主旨うい郵相嘲ス一書司書司司71主項司召司書朝ス1中1臣甘旦呈吉  
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01型叫 E泄車±キ1封相嘲スtOtせ呈7t杏全音諦刀1欄斗科ヱせ啓手  

盟0 胡司朝朝ヰ．  

今回生まれた太子の真上主には比べ物にならなかった。天王は表とし  

ては第一皇子を貴重にしているように行動したが、内心では今度生ま  

れた二番目の太子こそ一番大事に想って言いようもなく可愛がった。  

評 ：「美しさ」が訳している。前の「輝くばかりの」は訳していない。  

「秘蔵子」というのは韓国語ではあまり使われていない言葉で「秘蔵」  

は「秘蔵の武器」と使われることが多くて「内心では今度生まれた二  

番目の太子こそ一番大事に想って言いようもなく可愛がった。」と書  

いた。また、円地訳の「御自身でお世話になさることもひとかたでは  

ない」を訳さなかった。   

任訳の原文の直訳はここで一旦終わっている。以下任訳は、八章まであらす  

じとなる。   

ここまでの三者の訳の問題点についてあらためてまとめてみる。   

田訳は、訳者自身によれば、「現代語訳を翻訳し、註釈の中で必要なものは  

翻訳書の脚注に入れて、軽いのは本文の中の括弧の中に記し、現代文の中で翻  

訳しにくい所は原文を探して分かりやすい文章になおした。」とあったが、金訳、  

任訳に比べ、訳の杜撰さがあきらかである。   

まず、原文に基づいたはずであるのに、冒頭の「いづれの御時にか」（本文  

通し番号1、以下同様）から「はじめより我はと思ひあがりたまへる」（2）「上  

達部、上人などもあいなく目を側めっっ」（6）「あぢきなく人のもてなやみぐ  

さになりて」（7）「親うち具し、さしあたりて世のおぼえはなやかなる御方々  

にもいたう劣らず」（9）「いっしかと心もとながらせたまひて、急ぎ参らせて  

ご覧ずるに、めづらかなるちごの御容貌なり」（12）などは、まったく訳され  

ていない。この他、細かな箇所だが、文全体に大きな影響を与える副詞や副助  

詞「なほ」「げ」（10）、「さへ」（11）、また光を形容する重要な「にはひ」（14）  

も訳されていない。   

また、大きな問題として原文と主語が違う例がある。「人の心をのみ動かし」  

（4）の主語は、「桐壷更衣への帝の寵愛」が主語であり、それが「人の気をも  
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ませる」のに、田訳では、桐壷更衣が「心をほかのことに使うことが多く」と  

なっている。また、桐壷更衣の母が彼女の世話をしている「何ごとの儀式をも  

もてなしたまひけれど」（9）のだが、田訳では、桐壷更衣自体がもてなして  

いることになって意味が異なっている。   

さらに、原文の解釈を間違って訳している場合がいくつもある。「いとやむ  

ごとなき際にはあらぬが」（1）は、けっして高くはないが、或程度の身分で  

あるという意味であるのに、「微購」として桐壷更衣を卑しい身分としている。  

田訳が、桐壷更衣を実際よりはるかに卑しい身分とするのは、これ以後も続き、  

桐壷更衣の人物像を考える上で正しい判断ができなくなる重大な誤りである。   

また、「上達部、上人などもあいなく目を側めっっ」（6）を訳さなかったか  

わりに「王は、彼女のことならあらゆる些細なことまで一つ一つ気を使いなが  

ら涙ぐましいほど愛した」とまったく原文と別な文章を作っている。   

さらに桐壷が帝の愛だけにすがっている「かたじけなき御尤、ばへのたぐひな  

きを頼みにて」（8）の部分を「帝の愛に感服する」と訳し、まるで神の愛に  

ひれ伏すような表現で訳している。   

この他「事ある時は」（10）は、大きな宮中行事の意だが、田訳では新しい  

事態が起きたときと訳している。また一の皇子が右大臣の娘腹ゆえに、後見が  

しっかりしているという意の「寄せ重く」（13）が田訳では「世話している人  

が心強かった」と少しづっニュアンスが変わっている点が多い。   

金鍾徳氏が、田訳に対し「「完訳」というには大層恥ずかしいはど、物語の  

主題が理解できなかったり、主語が変わった翻訳もたくさん目立っ。」と概括  

的に評されているが、具体的に見ていけばいくほど、まったく違う『源氏物語』  

となっている。   

田訳に比べると、金蘭周訳は、原文をはぼ忠実に訳していると言えるが、金  

氏自身が表明しているように、完全に瀬戸内寂聴訳の重訳である。したがって、  

瀬戸内氏の『源氏物語』解釈をそのまま受け継ぎ、そのため瀬戸内氏が脚色し  

た部分もそのまま受け継いでいる。   

たとえば、「唐土にも、かかる事の起こりこそ」（7）の部分は、瀬戸内訳が  

安史の変を詳しく盛り込んだので金訳もそれを受けている。同様に「何ごとの  

儀式をももてなしたまひけれど」（9）を瀬戸内訳が、「更衣は勿論従えている  

官女の服まで」と具体化しているのだが、金訳もそのまま受けている。   

さらに原文（11）「前の世にも御契りや深かりけん」の前に瀬戸内訳が「そ  
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れにしても」を加えられているために、金訳は「しかし」と逆説の接続詞で訳  

し、その結果本来頼りになる後見がいない上に玉の皇子まで生まれて他の女御・  

更衣に怨まれさらに桐壷更衣の立場が悪くなるという原文が、頼りない立場の  

上に男皇子が生まれ立場が良くなる意となり、原文と逆になってしまう。   

また、原文（13）の「右大臣の女御」に瀬戸内訳の「権勢高い」、原文（14）  

の「にほひには」に対し、瀬戸内訳の「光り輝くぼかり」と加えているのをそ  

れぞれ受けている。この書き加えは、文脈として間違っているとはいえないが、  

原文にはない瀬戸内氏の解釈であり、それを客観視することなしにそのまま訳  

してしまうことに問題はないとはいえない。金訳の読者は、どこまでが、瀬戸  

内氏の解釈がはいっているかの見分けはつかない。また、本稿に取り上げた部  

分では一箇所、瀬戸内訳とも異なる部分がある。それは、原文（5）の「そしり」  

を金訳が「ひそひそと話す」とした部分であり、これは意訳のしすぎであろう。   

仕訳は、比較して明らかなように、円地訳をそのまま訳しているのではなく、  

円地訳が脚色して会話文とした原文（6）や原文（8）の「表面はこの上なく  

みやびやかに見える」などの挿入部分を採用しておらず、批判的に判断されて  

いる。▲しかし、任訳では、原文（2）の「はじめより我はと思ひあがりたまへ  

る」の主語が桐壷更衣ということになり、桐壷更衣の人物像を理解する上で、  

大きな誤解を招く誤訳がなされている。  

以上、具体的に三訳をみていくと、名称や人物呼称、官職、巻名の訳以上に  

いかに原文の解釈を損なわず、訳すことの困難さをあらためて認識される。今  

後もこの比較を続けることによって、どのような文脈が訳する時、難しいのか、  

それはどのような理由なのかについて考察していきたい。  

追記一本稿執筆中にべ素演氏によって「源氏物語桐壷巻の韓国語訳の試み」（愛  

知学院大学大学院文学研究科文研会紀要 2009年3月）が発表されていること  

を知った。次稿以降その訳についても触れていきたいと思う。  
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